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読売日本交響楽団 第
220回 土曜マチネ

ーシリーズ

東京芸術劇場コンサ
ートホール

 Sat. 14:00 2019 Saturday Matinée Series No. 220   Tokyo Metropolitan Theatre

S¥7,500  A¥5,
500  B¥4,500  

C¥4,000

読響チケットセンタ
ー

0570-00-439
0

（10時－18時・年
中無休）

https://yomikyo.or.jp/

主催：読売新聞社
、日本テレビ放送網

、読売テレビ、読売
日本交響楽団　共

催：東京芸術劇場（
公益財団法人 東京

都歴史文化財団）［
21日、22日］　助成

：　　　        文化
庁文化芸術振興費

補助金（舞台芸術創
造活動活性化事業

）｜独立行政法人日
本芸術文化振興会



©読響

苦しみ、喜び、切なさ
、愛・・・

人生のすべてが凝縮
された

マーラーの傑作。

マーラーの音楽に
は、世界中で愛され

、現代人をも夢中に
させる何かがある

。交

響曲第5番は、孤独
と闘うかのような冒

頭のトランペットに
始まり、フィナーレ

では

人生の美しさを高
らかに謳いあげる

。様々な感情を揺さ
ぶられる快感があ

り、同時

に胸がしびれるほ
どの美しさや儚さを

持っている。中でも
“愛の楽章”と呼ば

れる第

4楽章“アダージェ
ット”は、この世のあ

りったけの美を詰
め込んだかのよう

に甘く、

輝かしく、しかも切
ない。他の4つの楽

章も、それぞれ異な
った聴きどころに

あふ

れ、重厚で迫力ある
サウンドと、繊細で

うっとりするような
調べが次々に表れ

、大編

成の管弦楽が織り
成す興奮のクライ

マックスが聴く者を
圧倒する。人生のど

ん底

の苦しい日 と々一番幸せな時間
の思い出が、一気に

駆け巡るかのようだ
。

今回、タクトを振る
うのはドイツの本

格派ヴァイグレ。今
年5月の常任指揮

者就

任披露演奏会では
、その流麗な音楽

作りが絶賛されて
話題を呼んだ。ヴァ

イグレ

は指揮者に転向す
る前、ベルリン国立

歌劇場管の首席ホ
ルン奏者として多く

の名

演に携わってきた。
マーラーの第5番も

、スウィトナー、K.ザ
ンデルリンク、バレ

ンボ

イムら巨匠の指揮
で演奏した経験を

持つ。曲の魅力をオ
ーケストラの内外

から知

り尽くしたヴァイグ
レは、読響の各奏

者の能力を存分に
引き出し、精緻でダ

イナ

ミックな音楽を作る
だろう。

前半には、ウィーン
の伝統を受け継ぐ

正統派のピアニス
トで“現代最高のベ

ー

トーヴェン弾き”と
して名高いブッフビ

ンダーが登場。今、
最も聴くべき巨匠

の一人

だ。5歳からウィー
ンで神童として名を

馳せ、今もウィーン
・フィル、ベルリン・

フィル

など一流楽団と共
演、ザルツブルクを

はじめとする国際
的な音楽祭でも活

躍して

いる。音楽の都“ウ
ィーンの宝”として

愛されている彼は
、楽聖ベートーヴェ

ンの作

品を常にライフワー
クとしてきた。膨大

な量の楽譜を研究
し、徹底的に作曲家

の意

図を追求している
彼の演奏は、あたか

も今この瞬間に曲
が生まれたかのよ

うな自

然さとみずみずしさ
をもっている。巨匠

の至芸を、心行くま
でご堪能いただき

たい。

読響常任指揮者

セバスティアン・ヴ
ァイグレ

2019年4月から読
響第10代常任指

揮者

を務めるドイツの
名匠。ベルリン生

まれ。

1982年からベルリ
ン国立歌劇場管の

首席

ホルン奏者として
活躍後、指揮者に

転身。

2003年にフランク
フルト歌劇場でR.

シュト

ラウス〈影のない女
〉を振り、雑誌『オー

パン

ヴェルト』の「年間
最優秀指揮者」に

選ばれ

た。04年から09年
までバルセロナの

リセ

ウ大劇場の音楽総
監督を務め、08年

から

フランクフルト歌劇
場音楽総監督の任

にあ

る。同歌劇場は『オ
ーパンヴェルト』の「

年間

最優秀オーケスト
ラ」や「年間最優秀

歌劇

場」に輝くなど、そ
の手腕は高く評価

されて

いる。バイロイト音
楽祭、ザルツブルク

音楽

祭、ウィーン国立歌
劇場、ベルリン国

立歌

劇場、ドレスデン国
立歌劇場、メトロポ

リタ

ン歌劇場、ベルリ
ン放送響、ウィー

ン響な

どで活躍している。 ©Marco Borggre
ve

ピアノ

ルドルフ・ブッフビン
ダー

ウィーンが誇る“現
代最高のベートー

ヴェン

弾き”。5歳でウィー
ン音楽大学に入学

。ア

バド、アーノンクー
ル、メータらの指

揮で、

ウィーン・フィル、ベ
ルリン・フィルなど

一流

楽団と共演を重ね
、70歳を超えた今

でも

世界の第一線で
活躍している。ベ

ートー

ヴェン作品の演奏
をライフワークとし

てお

り、自筆譜の研究
者としても名高い

。録音

も数多く、ドイツ・
グラモフォンと専属

契約

を結んでいる。今年
10月から2020年

にか

けて、ウィーン楽友
協会でベートーヴェ

ンの

生誕250年を記念
し、5つのピアノ協

奏曲

を、5つの楽団（ム
ーティ指揮ウィーン

・フィ

ル、ティーレマン指
揮ドレスデン国立

歌劇

場管、ヤンソンス指
揮バイエルン放送

響、

ゲルギエフ指揮ミ
ュンヘン・フィル、

ネルソ

ンス指揮ゲヴァン
トハウス管）と演奏

する。

　　　　　　東
京芸術劇場には

一時託児施設が
あります（公演1週間前までに

予

約）。わらべうた
0120-415-306（予約受付：平

日9時–17時）　　　　  学生の方

は、開演15分前に残席が
ある場合、¥2,000で入場できま

す（要学生証／25歳以

下）。ただし席を
選ぶことはできま

せん。開演1時間前から受
付で整理券を配

布し

ます。　■都合
により曲目、出演

者等が一部変更
される場合もご

ざいます。あら

かじめご了承くだ
さい。　■未就

学児のご入場は
、固くお断りいた

します。

読響チケットセン
ター ＊10時－18時・年中無休  

0570-00-4390

読響チケットWEB ＊座席選択可／チケット郵
送料無料   

http://yomikyo.pia.jp/

読売日本交響楽
団 第220回 日曜マチネー

シリーズ

2019年9月22日（日）14時開演

S ¥7,500　A ¥5,500　B ¥4,500　C ¥4,000

読売日本交響楽
団 第220回 土曜マチネー

シリーズ

2019年9月21日（土）14時開演

S ¥7,500　A ¥5,500　B ¥4,500　C ¥4,000

東京芸術劇場コ
ンサートホール

東京都豊島区西
池袋1-8-1　Tel. 03-5391-2111

● JR・西武池袋線・
東武東上線・東京

メトロ「池袋」駅西
口より徒歩2分

 （＊駅地下通路
2b出口と直結し

ています）

読売日本交響楽
団 第625回 名曲シリーズ

2019年9月20日（金）19時開演

S ¥7,500　A ¥6,500　B ¥5,500　C ¥4,000

サントリーホール
東京都港区赤坂

1-13-1　Tel. 03-3505-1001

● 東京メトロ南北線
「六本木一丁目

」駅（3番出口）より徒
歩約5分

● 東京メトロ銀座線
「溜池山王」駅（

13番出口）より徒
歩約7分

プログラム

ベートーヴェン：ピ
アノ協奏曲 第4番 ト長調 作品58

マーラー：交響曲 第5番 嬰ハ短調


